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要旨

「保健体育科におけるカリキュラム構成の将来的展望について (第一報)(第二報)」 では,現在のカリキュ

ラム構成の実状について検討をカロえ課題を明らかにし,それらの課題を解決し新たなカリキュラムを構成して

いくための方向性を示してきた。本報告では,まずカリキュラム構成の方向性について提案した事項に基づい

て,授業の位置づけと扱 う内容の見直しを行い,「保健体育科教育法」の授業を軸に置いた授業の積み上げ構造

を構築した。すなわち,「保健体育科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の縦への積み上げを基軸に置き,「教科に関する科目

(実技)」 と「保健体育科教科内容指導論」の授業との連係を意図した授業の積み上げ構造を作成した。また,

この授業の積み上げ構造に基づき,具体的な授業内容の検討を行つた。「教科に関する科目 (実技)Jで学習し

た内容が「保健体育科教育法」で活用されるように仕組み,授業実践を行った。また,「保健体育科教育法Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ」の 3つの授業を縦に配置し,学習内容が積み上げられていくように仕組んだ。それらの実践に基づき,

学生の学びにどのような影響があったのかを明らかにし考察を加えることで,その連係の仕方の効果を検証し

ようとした。その結果,受講生は,教員の意図した学習内容を概ね学び取ることができ,「教科に関する科目 (実

技)」 で学んだ内容が,「保健体育科教育法」の学習に活用されることの可能性が考えられた。また,「保健体育

科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の 3つの授業の縦への積み上げを意図した授業内容の効果が認められた。これらの具体

について第二報として報告する。

キーワード洲 教育法,教科に関する科目 (実技),学習内容の積み上げ,活用

1 はじめに

「保健体育科におけるカリキュラム構成の将来的展

望について (第一報)―『保健体育科教育法』と『教

科内容指導論』との関係を原点として一」 (新保・山

崎,2013)で は,保健体育科内における「保健体育科

教科内容指導論J(1と Ⅱを含む)の実状の一端につ

いて検討を加え,課題を明ら力ヽ こした。その結果から,

「学生目線」から見て実行性のある授業内容を求めて

いく必要のあることが浮き彫りにされた。言い換える

ならば,個々の授業内容が,「点」として存在する授

業科日であつてはならず,学びを結ぶ 「線」として機

能させるものでなければならないとい うことである。

第一報の課題を受け,「保健体育科におけるカリキ

ュラム構成の将来的展望 (第二報)―『教科内容指導

論』からみた『器 法』と『教科に関する科目 (実

技)』 の位置づけ―」(山崎・野津・新保,2014)では,

まず,「保健体育科教育法」と「教科に関する科日 (実

技)」 の実状を把握することから,以下の課題を明ら

力ヽ こした。
。「保健体育科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」は,各々の分野に

おいて要する土台が別個に学ばれており,学年進行

にともなう授業間のつながり (縦への積み上げ)は
意識されていなかつた。

・『教科に関する科日 (実技)」 は,各教員が専門性を*静岡大学教育学部保健体育講座
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発揮 し独自で授業を展開しており,実技授業間での

授業内容の招り合わせは行つてこなかつた。そのた

め,各種目の特性や技術等を教育の観点から捉えよ

うという意識を高めるには至つておらず実技の授業

内容がその後の教科教育法等の授業で活用するもの

になっていなかつた。

これらの課題を解決していくための方策として,保

健体育科のカリキュラム構築の方向を次の観点から提

案した。

(1)教職に関わる科目の位置づけと内容の見直し

(2)「教科に関する科目 (実技)Jの授業の在り方

(3)「保健体育科教育法」と「教科に関する科日 (実

技)」 の連係

(4)保健体育講座内の教員間の共通理解

以上の観点にもとづいて,授業間の連係や積み上げ

を意識して授業の学習内容を具体化し,実践していく

ためのフレームワークとして,図 1に示すように,保

健体育科教育法・保体科内容指導論・教科に関する科

目 (実技)の連係の構造を試案的に示した。

本稿では,保健体育科のカリキュラム構築の方向と

して提案した内容を具体化し実践したことを示すとと

もに,その実践を通して,学生の学びの意識や学び方

にどのような影響を与えたのか, ということを明らか

にしようとした。すなわち,下記に示すような視点を

土台において学習内容を仕組み,実践していったこと

が,学生の学びに対して,どのような成果をあげたの

か,と いうことを探ることによつて,授業内容の妥当

性を検討し,保健体育科のカリキュラム構築を推し進

めていこうとした。

Ⅲ…Ⅲく実践を仕組んでいくための視点>
・個々め授業で学んだ内容が,男」の授業の内容とリン

クして取り扱われていくことで,学習したことを思

い出したり,使ったりしていくようにすること
。個々の授業で学んだ内容を上台として,次の授業の

内容が重なつていくことによつて,学んだ内容がよ

り具体的なものとして捉えることができるようにな

ったり,内容の意味の理解が深まつたりするように

なつていくこと

・おおよその体育の授業づくりの方法がわかり,実際

に授業づくりをする際に,それまで学んできたこと

が総合的に活用されていくこと。

n方法
「保健体育科教育法」を軸にした授業の積み上げ構

造の構築を以下に示す4つの手立てにより行つた。

(1)「保健体育科教育法■・Ⅲ・Ⅳ」の3つの授業内容の検

討   ´

・体育の授業づくりができる力を身に付けるというこ

とを意識して,必要な学署内容を捉え直した。

・授業内容の見直しに基づいて,授業開講時期を考慮

して,授業内容の棲み分けを検討した。

図1保健体育科教育法・保体科内容指導論・教科に関す

る科目(実技)の運係

・「教育法Ⅱ」で学んだことが「教育法ⅢJの学習で

活用できるものになつているか, さらには,「教育

法Ⅳ」へのつながりのある内容となっているかの検

討を行った。

(2)「教科に関する科目(実技)」の授業内容の検討

・実技の授業で何を学んでいけば,運動を教えること

に生かされていくことができるのかを捉えようとし

た。

・各実技科日の種日の特性を生かしながら,どの授業

でも共通 して行つていくことを検討した。

籐 体育科教育法の授業で活用できるものとして)

(3)「保健体育科教科内容指導論」の位置づけ

「教科教育」と「教科専門Jをつなぐ授業内容を検

討した。具体的に,「 教育法」では体育の授業づくり

全般に関わる内容を学び,「教科内容指導論」では,

運動を教えることに着目するように位置づけようとし

た。様々な授業で学んだことが,授業で運動を教える

ことにどのように生かされていくのかを学ぶことがで

きるように考えた。

(4)「保健体育科教育法」「教科に関する科目(奥技)」「保

健体育科教科内容指導論」の学びの構造の構築

「保健体育科教育法」の授業を中核において,縦ヘ

の積み上げを位置づけるとともに,「教科に関する科

日 (実技)」 と「保健体育科教科内容指導論」との関

わりを意図した学びの構造図を作成 した。

具体的な授業内容を次に示すような意図に基づいて

生成し,授業実践を行った。「教科に関する科目 (実

技)」 で学んだ内容を f保健体育科教育法Ⅱ」の学習

で活用することを意図して内容を仕組んだ。また,こ
の2つの授業の学習内容が『保健体育科教育法Ⅲ」で

活用できるように意図して内容を仕組んだ。具体化し

た授業内容をそれぞれの授業実践で試みた。授業で毎

時間行う活動記録や小レポー トの記述内容について考

察した。
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Ш「保健体育科教育法」を軸にした授業の積み上げ構造

の構築

授業内容の積み上げや,授業間の内容のつながりを

考えていくならば,個々の授業をどう行つていくのか

を考えると同時に,各授業の位置づけを明確にしてい

く必要がある。このことから,まず,「保健体育科教

育法」を軸として,教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの授業の内容の

棲み分けを明確にするとともに,縦への積み上げを検

討した。これまでの,保健体育科教育法は,教育法Ⅱ

・Ⅳを体育分野,教育法Ⅲを保健分野というように分

担され授業が実施されてきた。ここには, 3つの授業

が個別的に展開され,つながりが意識されていないこ

とから,それぞれで学んだことが個別のものになつた

ままで,学んだことがどのように活用されていくのか

が曖味にされてきたという課題がみられた。このこと

を改善するために,それぞれの担当教員が,授業のね

らいを共有しながらも,個々に授業内容を定めてきた

という流れを改善し,体育の授業づくりという観点か

ら学ばせなくてはならない内容を捉え,「保健体育科

教育法Ⅱ・Ⅲ・ⅣJの 3つの授業内での内容の棲み分

けを検討し,位置づけた。

「保健体育科教育法Ⅱ」く体育分野>

(2年次前期)

ねらい :教科としての体育を提える

学習内容 :・ 体育科の日標

・学習指導要領の内容

・身に付けさせたい内容(教える内容)

・教材研究 (授業をつくるときに検討

すること)をおさえる

続いて,教科に関する科目 (実技)についての検討

を行つた。教科に関する科日, とりわけ実技科日のほ

とんどは, 1・ 2年次に配置されている。カリキュラ

ムの改定の際に,位置づけられた。これには,教育実

習や 「保健体育教科内容指導論」の履修までにすべて

の運動領域を学ぶことができていないため,教育実習

で児童・生徒に授業を実施する際に,未履修の種目を

教えることになつていたという反省に基づいている。

このように位置づけをしたことにより,ただ実技とし

てそれぞれの運動種目を経験しておくということだけ

でなく,経験を通して学んだことを,その後に行われ

る授業で生かしていくことが可能になるということで

ある。各運動種日について,実技を通して味わつた運

動の特性の理解に基づいて,体育の授業づくりを行つ

ていくことができることから学びのつながりが生まれ

ていくことを意味している。

しかし, これまでの r教科に関する科目 (実技)」

は,各教員の裁量によつて授業が展開されていること

により,そこで学んだことや身に付けたことが,例え

ば,「保健体育科教育法」の授業で活用されるという

視点のないままに行われてきた。そこで,「保健体育

科教育法Ⅱ」の学習内容として教材研究を設定し,実
際の種目を例にあげ,教育内容や学習活動の検討を行

う学習を仕組み,その学習の際に活用できる内容がお

さえられるように検討した。このことにより,その種

日で必要な技術,その主な練習方法を「保健体育科教

育法Ⅱ」の授業で活用できる内容として学ぶことがで

きるようにすることが必要と考えられた。これらのこ

とから,「教科に関する科目 (実技)」 の内容を次のよ

うに置くことにした。

「教科に関する科目 (実技)」 (主に 1・ 2年次)

ねらい :各運動種目の特性を捉える

学習内容 :,運動技術

・主な練習方法

・技術を身に付けていくための

観察視点

―‐――‐―‐――――――――――――‐―‐――‐―‐―‐――――‐―――――――」

「保健体育科教育法lll」 <体育分野>

(2年次後期)

ねらい :授業づくりの具体を学ぶ

学習内容 :・ 教材研究 (授業づくり)の具体

・指導案の作成

・模擬授業による体育授業のイメージ

′乍り

「保健体育科教育法Ⅳ」く体育分野>

(3年次後期)

ねらい :体育の授業分析

学習内容 :・ 教師行動の分析

・授業評価の仕方

・教師の省察

一↓
一

3年次前期には,教育実習が行われる。保健体育科

教育法Ⅱ・皿で体育の授業づくりついて学んだことに

基づいて,実際の児童・生徒の実態を理解する場とし

て位置づけた。

さらには,「保健体育科教科内容指導論」が3年次

に開講される。これは,体育科の教科内容をどのよう

に指導していくとよいのかを学ぶことを土台として,

「教科教育」と「教科専門」を架橋していくという意

図を持つている。このことから,体育の授業づくりで

は,様々な観点から検討されるが,この授業では,運

′
仕
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3年後期

3年前期

2年後期

2年前期

1年後期

1年前期

保健体育科
教育法Ⅳ

・児童生徒の実態をつかむ
・敏師の仕事についての理解

教科詢容
指導論

0児童生徒のつまずきの認識
及び観察方法わまずき解消
のための手立て

教

科

に
関

す

る

科

目

（
実

技

）

保健体育科 0授業づくりの実際
・教材研究(授業づくり)の具体
・指導来の作成
・棋擬授業による体育授業のイメージづくり

保健体育科
教育法Ⅱ

O教科としての体育を捉える
・体青の目標
・学習指導要領の内容
'身に付け糧 たい内容→教える内容
・教材研究(慢業をつくる構に考えること)

0各種日の特性を提え
・運動技術
・主な線習方法
・齢 姜Hこ11すtt,ぐtとXD

臨

潔僣薦編 麟

`ノ

政郵戴

―

図2 保健体育科における「教科教育Jと『教科専門Jの架曜を意図晩 授業の積み上げ構造

動を教えるということに着日した学習内容を設定する

こととした。

|「保健体育科教科内容指導論」(3年次)    |
| ねらい :児童・生徒のつまずきの認識及び観察

|

1     方法とつまずき解消のための手立ての
|

1     探求               |

以上のような検討に基づいて,図 2に示すように,

保健体育科における「教科教育」と「教科専Fl」 の架

橋を意図した授業の積み上げ構造を構築した。

Ⅳ 授業の積み上げ構造に基づいた「活用」を意図した授

業内容の構想

授業の積み上げ構造に基づいて,「教科に関する科

目 (実技)」 と「保健体育科教育法Ⅱ・Ⅲ」の授業内

容を検討し,学習した内容が活用できるように仕組も

うとした。

・「教科に関する科目 (実技)」 では,実技を行うこと

を通して,その種目を行うのに必要な技術に意識的

に着目させるようにし,理解を深めるようにした。

また,その技術を身に付けていくための主な練習方

法を提示し,実際に経験することで自分の体を通し

て感覚も合わせて捉えることができるようにした。

さらには,それぞれの技術を身に付けていくための

運動の観察の視点も学ぶことができるようにした。

そして,活動しながら学んだことを,授業後に記

録していくことで,「 学びの足跡」として残してい

くようにした。このことは,それぞれの活動にどん

な意図や意味があつたのかを,も う一度振り返るこ

とによつて,「運動を教える」ことに活用していく

土台をつくつていこうという意図からである。

・「保健体育科教育法Ⅱ」では,主に体育科の目標と

学習指導要領の内容の読み込みを行い,学習指導要

領に示されている内容に基づいて,それらの内容を

できるようにするためには,何を教えなくてはなら

ないのか,を見出していく学習を行うように計画し

た。この時に,「教科に関する科目 (実技)」 での学

習した内容の活用ができることを意図した。

今回の実践では,喝鶏斗に関する科目 (実技)」 で,

まず,その種目の運動技術をていねいに学ばせようと

した。このことが,「保健体育科教育法Ⅱ」の学習指

導要領の読み込みに基づく,教育内容の導出に生かさ

れるように意図した。なぜならば,学習指導要領には,

148
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各学年ごとにそれぞれの種目の内容が示されており,

その内容が一般的にその学年で押さえておきたい内容

となる。この学習指導要領には,「～ができるように

なる」というような示し方がされていることから,そ
のことができるようになるためには,何を教えていか

なくてはいけないのかという教育内容をより具体的に

していくことの必要性が考えられる。教えなくてはい

けない具体的な教育内容は,教科書に書かれている内

容によつて細かく示されていくのが一般的である。そ

の内容を理解することによつて,教育内容の明確化が

図られていく。しかし,体育科においては,検定教科

書なるものが存在しない。このことは,体育科で扱う

各領域の運動種日において,それぞれどのような技術

が必要なのかということの理解に基づいて,それぞれ

の学年に応じた教育内容を検討し,見出していくこと

が必要であることを意味している。これらのことから,

具体的な教育内容としての運動技術を実技の授業を通

して学んだことから導き出すようにさせようとした。

・「保健体育科教育法Ш」では,具体的に例示として

ひとつの種目を対象として取り上げ,教材研究を行

うようにした。教材研究で検討した内容をもとにし

て,学習指導案を作成し,模擬授業を行うことによ

つて,体育の授業づくりの具体を学んでいくことが

できるように計画した。この時に行う教材研究で検

討していく観点として,教育内容の決定がある。『保

健体育科教育法Ⅱ」で学んだことが, この部分に活

用されることを意図した。また,学習活動を仕組ん

でいく際には,「教科に関する科目 (実技)」 で学ん

だ,線習方法や運動の観察視点等が活用されること

も意図した。

「教科に関する科目 (実技)Jの授業で学んだ運動

技術が,学習指導要領の読み込みと合わせて導き出し

た教育内容となれば,次は,「保健体育科教育法ⅢJ

の教材研究につなげていくことができる。教材研究で

検討する観点として,各学年の発達段階に合わせた教

育内容を措定することは重要と考えられるからであ

る。また,教育内容の措定ができれば,児童 。年徒の

実態に応じて,学習活動が設定されていくことになる。

この時に,児童・生徒の様々な反応を予測しながら仕

組まれていくとなれば, どんな練習をしていけばよい

のか, どのように運動を見させていけばよいのかを考

えていくことになる。そこで,「教科に関する科日 (実

技)」 で学んだ,主な練習方法や技術を身に付けて行

くための観察視点を活用していくことができるものと

思われる。

以上のように,個々の授業のどの内容が次の授業の

どの内容に生かされていくのかを具体化し,実践し,

その結果を検証していこうとした。このように学んだ

ことを活用していくことを意図した授業の構想を模式

的に示したのが,図 3である。

教科に関する科日(実技) く1'2年次>

保健体育科教育法Ⅱ

保健体育科教育法I

図3 学びの活用

V授業実践の結果ならびに考察

1「教科に関する科目(実技)」の授業実践

「教科に関する科目 (実技)Jは , 1年次必修とし

て,陸上競技・器械運動・水泳・球技 I・ Ⅱ, 2年次

必修として,武道・ダンス・球技Шが位置づけられて

いる。

昨年度の実践では,筆者らが担当する「陸上運動」

と「ダンス」の授業において,「学びの足跡 (活動記

録)」 を記録していく取り組みを行つた。実技として

取り組んだことを,授業後にもう一度振り返りながら,

活動したことや動きのポイント等を書き留めていくよ

うにした。その毎時間の記録内容を評価していくと,

活動内容はもちろんのこと,技術を身に付けるための

練習の意図や意味などを捉えている内容が細かく記録

できていることが見られた。このことから,受講生は,

実技の授業で自分の能力を高めることにとどまらず,

指導者側の伝えたい意図を読み取つて,十分に思考し

ながら,活動に取り組むことができる, という手応え

をつかんだ。

今年度は,前述した取り組みを保健体育講座教員全

体へ提案し,すべての「教科に関する科日 (実技)」

の授業で実行していくことを共通理解し,実践した。

(1)「陸上競技」の授業実践
「陸上競技」の授業では,毎時間,扱 う種目に関し

て,必要な技術を頭で理解するとともに,自分がその

運動に取り組む際に, 自己の課題を捉えて練習方法を

工夫して取り組むようにした。そして,その毎授業後

に活動記録としての「学びの足跡」の記録を行つた。

図4は ,「陸上競技」の授業における「学びの足跡」

記録例を示したものである。

活動記録として記述された内容には,教員側が伝え

ようとした技術ポイントを細かく捉えることができて

いることが読み取られた。また,それぞれの技術ポイ

ントは, 自分の言葉に変換されており,自分が実技と

149



野津一浩 山峙朱音 岡端 隆 新保 淳

して運動を行い,身体を通して感 じたことを含めて記

述されているものと考えられた。そもそも,運動を言

葉で表現 していくことは難 しいものと考えられること

から, 自分の身体を通して運動技術の理解を深める学

びをしていく手立てとしての有効性が示唆された。こ

れ らの活動記録の取 り組みは,「保健体育科教育法」

の授業で活用 していくものとして,ひとまず耐えうる

ものになつていると考えられた。

活動記録として記述 していくという作業は,運動に

取 り組みなが ら授業の中で随時行つていくのではな

く,授業後に行 うようにした。そのため,何をやつた

のか,その活動にはどのような意図があつたのかを振

り返つて記録 していくことになつた。これらの作業に

は,授業内容の復習ということのみならず,運動を振

り返 り,文字や図で表現することで,運動の理解につ

いての確認をするという意味があると考えられる。自

分がどれだけ理解できたのかを確認することは,その

後の学びに大きく影響を与えるものと考えられる。さ

らには,よ りよい体育の授業づくりを志向していくな

らば,毎時間の振 り返 りは欠かせない。やつたことを

見つめ直す,と いう習慣を身に付けていくことは重要

なことと考えられる。

「ハードル走」② は 繊

囲
(摯・ … 〉 名 前

これらの学習を繰り返していくことで,授業への取

り組み態度が,運動に一生懸命取り組むことに加え,

運動についての思考を十分行いながら取り組む姿を生

み出していることが推察された。

少し付け加えておくと,授業の活動記録として記述

された内容や記述の仕方等について,毎時間紹介した

り交流したりすることも継続して行つた。どのように

記録していくことがのぞましいのかということの共通

認識を図つた。このことによって,受講生の記述する

内容が授業ごとに変イヒしていつたことも報告してお

く。

(2)「器械運動」の授業実践

図 5は ,「器械運動Jの授業における「学びの足跡」

の記録例を示したものである。「器械運動」の授業で

は,毎時間,動きの基礎感覚の重要性を認識させ,系

統的・段階的に技 (目 標となる動き)を学習するよう

にした。また,自 分が単にできるようになるというだ

けでなく,できないときの自分の意識を把握したり,

あるいはまだできていない人の意識を汲み取る大切さ

も重要な学習内容とした。この点は,学校教員の養成
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図5「器械運動」の授業における「学びの足跡」記録例

'日
3●日

にとつて必要な点である。他の人の運動を見て, どう

するとよいか, どこを補助していくとうまくできるよ

うになるのか, ということを思考できるように,指導

者側の視点を強調して示し,授業を展開していくよう

にした。図 5の記録例は,相手の運動についての意識

を捉えようとしている記述内容として読み取ることが

できる。すなわち,授業担当教員が意図している学習

内容を細かく捉え, 自分の思考の中に相手の意識も取

り込みながら最適な方法を探りながら授業に取り組ん

でいるということが明らかになつた。相手の動きを見

て, どうすればうまくできるのかを考えること, どこ

を補助すればうまくできるのかを考えることは,運動

を教える立場になれば,当然必要なことである。体育

の授業で指導する際には,児童・生徒の発達段階に合

わせて,わかりやすい表現を用いて伝えていく必要が

ある。そのためには,まず自分の運動,あるいは自分

が見た運動について表現する能力を高めることが求め

られるのは言うまでもない。
「陸上競技」授業実践でも述べたように,活動記録

を残していくことが,受講生の運動についての思考を

深めることが示唆された。今年度の実践に基づき,今
後は何をどのように記述していくとよいのかというこ

とを,他の「教科に関する科目 (実技)Jも含めて授

業担当者間で相互に検討し直し,統一性を持たせてい

くことが課題である。

2r保健体育科教育法」の授業の改善

これまで,'保健体育科教育法Ⅱ・Ш・Ⅳ」は,教
育法Ⅱ・Ⅳが体育分野を,教育法Ⅲが保健分野という

ような棲み分けで行われてきた。しかし,それぞれが,

個別のものとして扱われていたため,授業間のつなが

りや積み上げについては,あまり意識されてこなかっ

た。そこで,それらの反省を受け,体育分野・保健分

野ともに,縦への積み上げを考えるとともに,前の授

表1平成%年度「保健体育科教育法Ⅱ」授業計画

時 授 業 内 容 猫

ガイダンス

2 保仙本育教科の意義と日標 1

鯖

3 学摺指導要領のと同可か。要点 1

4 獅 段階を踏まえた動 と傍馘の特性

5 教材と1測寸か

6 機 について 1

7 教科内容について2

8 教科内容について3

9 教科内容について4

指導法について

11 翡9日本着竜財十の議 と目標 2

朧

12 奇¬習引旨哨饉要領とは何か ,要点2

教科内容 指導法について 1

教料内容 機 について2

15 教科内容 指導法について3

テス ト

重翼曇t,述・′《♯み、“
朝ツ9ダイア,
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業で学習したことが,次の授業で活用されるようにす

ることを意識して,授業内容の検討を行つた。

(1)「保健体育科教育法Ⅱ」の授業実践

表 1は,平成 26年度の「保健体育科教育法ⅡJの

授業計画を示したものである。

「保健体育科教育法Ⅱ」は,体育科の意義や日標を

理解するとともに,学習指導要領の読み込みを行い
,

その内容の理解に基づき,示されている内容を身に付

けさせるためには何を教えなくてはならないかの「教

育内容」を見出すところにねらいがある。学習指導要

領に示されている内容は,必ずしも明確であるとは言

いがたい。そのため,実際に体育の授業を実践してい

く中で教えていかなくてはならない具体的な教育内容

を検討していく必要がある。このことは,学習指導要

領解説 (2008,21X19)に も,各学校においては,身に

付けさせたい内容に向けて,「何を教える必要がある

のか」を整理し,学習を進めることが求められる,と

いうような内容として示されている。

図6は 「保健体育科教育法Ⅱ」の学習内容のひとつ

として扱う,学習指導要領の読み込みの手順例である。

受講生は,まず学習指導要領からその種目の運動の

内容を読み,理解する。次に,例示として示してある

活動の例や身に付けさせたい内容を理解する。続けて,

身に付けさせたい内容に向けて,「何を教える必要が

あるのか」ということを見出していく。そのためには,

それぞれの運動についての理解が必要であることは言

うまでもない。そうなれば,具体的な「教育内容」を

見出すためには,それまでに受講してきた「教科に関

する科目 (実技)」 の学びの足跡としての記録を活用

していくことの必BILが浮かび上がることを意図して

仕組んだ。

受講生の多くは,「何を教えるのかJと しての「教

育内豹 の導出に難しさを感じていることが見られた。

学響指
=裏

饉の「瞳上菫技レ‐ドル走の内魯の機み込み倒

インターパルの距離や′‐ドルの台数などのルールを定めて競走したり,自

, \-Frtt

・■1′‐自レをまめた足て議み切つて走り越えること。
・′い自レ上で上体を書欄にせること.

・イ, 嚇 こと。

体育の授業実践に適用する

具体的な教育内容の導出(ハードル走の例)

その時に考える拠り所となるのが,自 分の経験である。

専Flと して関わつてきた種日であれば,それが拠り所

となるであろうが,その他の種日は,ほ とんどが深く

関わつてきていない。そうなれば, 自然と,「教科に

関する科日 (実技)」 で,「 どんなことをやつたのか」

という思考が働くことは容易に予測できる。そのよう

な思考が働いたことがわかるのが,それまでに受講し

て残してきた「学びの足跡」としての活動記録の活用

である。自己の気付きによつて活動記録を見直そうと

いう姿が生み出されていた。学習指導要領を読み込む

だけでなく,授業実践への適用を意識し,具体的な教

育内容を導出する, という学習内容が,「教科に関す

る科目 (実技)」 で学んだ内容を活用することができ

ることが示されたと言える。

(2)r保健体育科教育法Ill」 の授業実践

表 2は,平成 26年度の「保撻体育科教育法Ш」の

授業計画を示したものである。

「保健体育科教育法Ш」では,体育の授業をつくつ

いくための教材研究について学び,教材研究で検討し

たことを学習指導案に落とし込んでいく。作成した学

習指導案に基づき,模擬授業を行い,授業を通しての

振り返りをもとにして,学習指導案を修正し再構築し

ていく,と いう学習内容を計画した。

まず,学習指導案を作成する前提として,さまざま

な観点からの教材に関する検討をどれだけ深く行うこ

とができるのか, ということの理解を深めることを意

図した。教材について十分険討した内容があり,それ

表2平成26年度「保健体育科教育法肛」授業計画

時 授 業 内 容 分野

ガイダンス

2 授細 くりおける動 中 整理

鯖

3 推N鬱1酎乍

"“

つ日朝日と脚

4 ― l172囃と地

5 籐 の作成 I

6 機 業 I

7
― 業の振り返りとそれに基づく指導案の

IMEl

8 中 竹
"兌

ll

9 麟 業ll

模秦授業の振り返りとそれに基づく指導案の

鉦 I

授業づくりにおける教材研究の観点や手順に

け る振り返り

作成した拍導案についての交流

/1ヾ学宅吏́メ果議む学雪野

確中戦 中

高等学校の囀

模擬授業とその振り返り

主とめ図6
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を文字として表したものが学習指導案として示される

のであつて,学習指導案を書くこと自体が目的になら

ないようにすることを強調した。

具体的に,小学校のハー ドル走を題材として扱い
,

教材研究を行つた。教材研究の観点については,「保

健体育科教育法Ⅱ」で学習したことを思い出し,その

観点にしたがつて検討を進めた。

表 3は,教材研究をし,検討した内容を学習指導案

を使つていく (活用していく)こ との必要性に気づい

表3学習内容に関する小レポートの記述 (抜粋)

ハー ドルに対する知識を身に付けていないと,

子どもに適 した練習を組むことはできない。ま

た,授業をしてから,子 どもの反応を見て,次
のことを考えようとするのでは遅くて,完べき

とはいかなくてある程産授業の先を見通す力が

指導者には必要なのだと思つた。今 日,簡単に

流れを考えてみて,周 りの人と相談 してみて,

自分では注目していなかつたところとを周 りの

人は考えていて,よい授業をするためには,周
りの教師同士で意見を交換し合 うことも大切な

のかなと思つた。

るためには,ちゃんとした

今日の授業でハー ドル走に着目して考えてい

つたが,彫摸時腱贈艶歌奏訣χα懇契思員む免よ
のよう盆轟ヒめ簑塁ユラゑ蟻 と崚 a煮

よS2似2&レイメージでは,あ くまで今日は
じるしてみたが実際やつてみての失敗した点や

経験をより積んでみたいとい うふ うに感 じたの

で,小学校高学年ならではのぶつかる課題を探

していきたい。授業を構成していくためには,

学習時間,学習時の条件などを加味した上での

評価をしていくため,同 じ教材にはならないこ

とがわかつた。

究をする根底には,体育科の目標が存在すると

いうことを忘れてはいけないと分かつた。また,

どのようなところにつまずくか想定した上で学

習の練習過程を作ることが大切だと気づいた。

評価の仕方で,タ イムだけに気をとられてしま

うと,タ イムが伸びなかつた場合,生徒が落ち

込んでしまう。そうならないように,生徒の伸

びをタイム以外でみつけることが重要だと分か

った。

フレ走」とヽヽう

指導案作成だけでもかなりの時間がかかるし,

大変だということがわかつた。

で細かく考えられるようになりたい。

先日,教育実習 Iに行き,体育の授業を見せ

ていただきました。その時に指導案と照らし合

わせて見たら,当然のことですが,ポイン トと

なる部分については,何度も繰 り返し言つて,

大切だとわかる授業をしていました。

怠んは実際に,今日はハードルについて考えて
みて,思つたよりも自分なりに魅力や楽しさ,

どんな運動なのかを考えることができましたが,

他のスポーツについて考えた時,例 えば,全 く

触れたことがない柔道や剣道については考えが

浮かびません。そういうスポーツもあるので,

そ ういうスポーツに関して,どんな魅力がある

のかを自分で体験したり,それを競技者に開い

てみるなどしたりすることが大切だと思いまし

た。

蠍

に表していく段階の,受講生の気づきの記述 (抜 4・l

を示したものである。

記述の内容を見ていくと, これまでに学摺 した内容

を使つていく (活用していく)こ との必要性に気づ

いていることが認められる。「教科に関する科目 (実

技)」 と「保健体育科教育法」の授業内容を検討する

土台として,学習した内容を次の授業で「活用」する

ことができるという意図が受講生に伝わり,学習活動

として反映されていることがわかる。このことにより,

教員側が,授業間のつながりを意図して,授業の内容

を仕組んでいけば,受講生はその学びを進めていく中

で,以前の授業で学習した内容や課題として取り組ん

だ内容を使う (活用する)こ とが必要である, という

ことに気づくことができるということが言える。つま

り,学生の意識の中に,授業間のつながりへという意

識を生み出すことができると考えられる。

表4学習内容に関する小レポートの記述 (抜 粋 )

念ん∝学習者にハー ドルを教えるとなっても,

自分がハー ドノンを理解 していなければ, どのよ

うに教えれば楽しいのか, どんな技術が必要な

のかといことを分かつていなければ,学習者に

教えることもできないし,その後のステップに

進めないと考える。

だろうが, 少なかつたはずだし,と
にかく印象がうすい。自分の実体験が少ないの

では,よ りよいものを生徒に教えることはでき

ない。陸上部ほどとは言わないが,できること

もできないことも含めて,ハー ドル走という競

技自体をもう少 し深く理解する必要がある。

い ヽン
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しかし,表 4に示した小レポー トの記述内容を見る

と,扱う運動種目そのものについての理解が十分でな

いということが書かれている。運動の特性を味わった

り,必要な技術についての理解を深めていくことにつ

いての課題があると考えられる。このことからは,「教

科に関する科目 (実技)」 において,何をどのように

学ばせ, どのように学びの足跡を残していくことが必

要なのかを検討していく必要のあることが示唆され

た。

Ⅵ 結論及び今後の課題

「保健体育科におけるカリキュラム構成の将来的展

望について (第一報)」 で明らかにされた課題に対し

て,(第二報)では,それらの課題に対する解決策と

しての方向性を示した。本報告では,示 された方向性

に従つて,「保健体育科教育法」を基軸において授業

の積み上げ構造の構築を行つた。その結果,r教科に

関する科日 (実技)」 の授業内容を「保健体育科教育

法」の授業で活用していくように仕組むこと,「保健

体育科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の授業内容の棲み分けをす

るとともに,縦への積み上げを意図して仕組むような

構想を作成した。また,教育実習とのかかわり,「保

健体育科教科内容指導論Jとの位置づけも検討し,保
健体育科における「教科教育」と「教科専門」の架橋

を意図して授業の積み上げ構造を構築した。

構築された授業の積み上げ構造の内容にしたがっ

て,「教科に関する科目 (実技)」 と「保健体育科教育

法Ⅱ・Ⅲ」の授業内容を「学習内容の活用」を意図し

て検討し,具体的に実践できるものとして,検討し,

授業実践を行つた。

「教科に関する科目 (実技)」 での,活動記録の実

践は,実技として活動しながらの思考のみならず,授
業後の振り返りに基づく思考を促すことで,受講生の

学びを深める可能性のあることが示唆された。このこ

とが,「保健体育科教育法Ⅱ」の学習内容として位置

づけた,学習指導要領の読み込みに基づく「教育内容」

の導出で活用されることも認められた。また,「保健

体育科教育法Ⅲ」の教材研究にもとづく体育の授業づ

くりの構想段階において,「保健体育科教育法Ⅱ」で

導き出した「教育内容」が活用できること,さ らには,

「教科に関する科日 (実技)Jで学んだ,主な練習方

法や技術を身に付けるための観察視点等が活用される

ことも認められた。これらのことから,本報告におい

て実践された授業内容の効果がおおよそ認められたと

言えよう。

本報告では,保健体育科のカリキュラム構築のため

の授業の積み上げ構造を作成した。しかし,「教科に

関する科日 (実技)」 と「保健体育科教育法」の連係

では,その一部を実践したにすぎない。今後,すべて

の「教科に関する科目 (実技)」 の担当者が,それぞ

れ扱う種日は違えども,学署のねらいを共有して,教
育法の授業での活用を意図した授業をthEんでいくこ

とが必要と考えられる。教員目線から見て, 自己の実

践した学びの内容が別の授業において活用されるとい

うような構成になっていくことは,自 分の授業内容や

授業方法がそれらの活用に耐えうる内容になっている

かを見直していく機会となることが考えられる。この

ことによつて,お互いに切磋琢磨して学生の指導をし

ていく教員組織としてのレベルが向上していくことを

望みたい。

また,運動を教えることの専門家を育てていくとい

う観点からすれば,様々な「教科専門」の授業の支え

が重要となろう。運動を教えるためには,動きの意味

や身体の仕組み等,多くのことを知っていることが必

要であるし,知 らなければ運動を教え高めていくこと

はできない。このことから,「教科専門」の授業の内

容は,体育の授業づくりのどの部分に関わることなの

かを整理し,縦への積み上げと同時に,授業内容の横

の連係についてもさらに検討を進めていくことの必要

性が考えられる。

これまでの実践報告は,主に体育分野を想定して構

想し実践してきたものである。今後,保健分野におけ

るカリキュラム構成についても同時に進めていく必要

がある。また,学習指導要領に,運動の内容と保健の

内容を相互に関わらせて指導することと示されている

ことを受け,保健科日から実技科目へのアプローチの

あり方,実技科目から保健に関する科日へのアプロー

チのあり方を検討し,相互に関連づけて指導を行つて

いく方策を練つていくことも必要と考えられる。

以上のことから,体育分野と保健分野が真に融合さ

れた保健体育科のカリキュラムの構築に迫つていきた

い。
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